
京都議定書バースデーウォーク 2012 実施報告書 
 

京都議定書発効から 2012 年で 7 年が経過します。また、2012 年は京都議定書の第一約束

期間の最終目標年です。さまざまなエコに関するイベント、企画、取り組みをしてきまし

た「びっくり！エコ実行委員会」も区切りの年と認識しています。今回が、京都議定書バ

ースデーウォークの最後となる予定です。最後にふさわしく、京都議定書を世界、未来へ

発信するというコンセプトで実施しました。 
 
・実施日、場所 ：2012 年 2 月 12 日（日）9：30～13：10 於 京都市役所前 
・参加者 ：約 400 人 
 
【全体のタイムスケジュール】 
9：30 ～ 参加受付 

10：00 ～ エコ集合写真「DO YOU KYOTO?」 
10：30 ～ バースデーウォーク（大行進）＆ごみ調査隊 
11：30 ～ 抽選会 於 京都市役所前 
～ 12：10 閉幕 
 
【エコ集合写真「DO YOU KYOTO」】 
概要：京都市役所前で京都議定書の発効日である 2 月 16 日にちなみ、216 人以上で人文字

を作り、それを市役所の屋上から撮影した。撮影した写真は、イベント中に印刷し、

参加者に配布した。また、実行委員会のウェブサイトや Facebook から世界へと発信

することとしている。 
当日の様子：当日は 216 人を大幅に超える人数が集まり、とても賑やか写真撮影となった。

天候にも恵まれた。人文字は基本的には事前に登録して構成する予定だったが、当日

参加者も多数見られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



＜人文字の構成＞ 
D、O  ・・・大和ハウス工業（株）京都支店 
Y    ・・・JT 関西工場 
O    ・・・JT 京都支店 
U    ・・・TS ネットワーク（株） 
K    ・・・京都市 門川大作市長、京セラグループ各社 
Y    ・・・京都府 山田啓二知事、公益社団法人 京都市児童館学童連盟 
O    ・・・びっくり！エコ実行委員会 浅利美鈴理事長、日本ウエスト（株） 
T    ・・・（株）髙島屋、（株）髙島屋友の会、タマヤ（株） 
O    ・・・寺田バレエ アートスクール 
？    ・・・社団法人京都市保育連盟 
2、0   ・・・JT グループ 
1、2   ・・・公益社団法人 京都市児童館学童連盟 
/、2   ・・・オムロン（株）、（株）堀場製作所、（株）白石バイオマス 
その他ライン ・・・（株）ワコール、（株）レボインターナショナル、京都大学学生 
          強力な市民や関係者の皆様 
 
＜出来上がった写真＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  



■関係者挨拶・発表■ 
今回は、びっくり！エコ実行委員会理事長の浅利美鈴氏、京都市長の門川大作氏、京都府

知事の山田啓二氏から挨拶を、そして京都市児童館学童連盟の子供達からエコ宣言を頂い

た。（写真は左上から右回りに、浅利氏、山田知事、子供達、門川市長） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
【バースデーウォーク（大行進）】 
概要：道のりは、「京都市役所前広場―河原町四条交差点―四条大橋西詰」であり、各人文

字ごとに隊をなして行進した。当日の自主整理は（株）ワコール、大和ハウス工業（株）

京都支店の方々にして頂いた。また、五条警察署からも警備を支援して頂いた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  
 
【参考（経緯）】 
びっくり！エコ実行委員会では、京都議定書に定められた世界の約束事である地球温暖

化防止の必要性に強く共感し、「京都議定書バースデーウォーク」として、毎年 2 月 16 日

近辺に実施して市民に地球温暖化防止の取り組みを訴えてきた。 
 
※-1 

京都議定書は 1997 年 12 月に京都で開催された気候変動枠組条約下の COP3 で採択され

たが、発効に必要な各国における批准に年数がかかり、2005 年 2 月 16 日にやっと発効

した。言ってみれば大変な難産であったわけだが、この発効日（＝誕生日）を祝して名

付けたイベントが「京都議定書バースデーウォーク」である。 
※-2 

日本において、温暖化の原因物質であるCO2の排出量は、産業部門や運輸部門では減少傾

向にあるものの、家庭部門や業務部門では増加してきた。そこで、市民への地球温暖化

防止へ呼びかけは、重要なものとなってきた。 
 
【京の町の「ごみ調査隊」】 
概要：参加者には、バースデーウォークを終えた後、NPO 法人プラスワンネットワーク主

催のごみ調査に参加して頂いた。調査場所は、木屋町通、川端通り西側、川端通り東

側であった。ごみ袋の種類によって、担当を決めてごみを集めて、分析を行った。 
当日の様子：各ルートの先頭、後方にお掃除サポーターの green bird 京都スタッフを配置

し誘導と安全確保を行った。参加者の中にはお子様もおられたので、近くの大人達と

スタッフで安全確保。参加者の意見として、普段、何気に歩く町並みもごみを拾いな

がら歩く事で見えなかったものや、気づかなかった事が多かったので参加して良かっ

たと言っていただけた。しかし、集計したごみの多さには驚かれていた。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【抽選会 於 京都市役所前】 
概要：協賛して頂いた企業の粗品を使って抽選会を行った。ごみ調査の分析時間のつなぎ

と参加者への一つのお楽しみが目的であった。 
当日の様子：予想以上に粗品を提供して頂いたため、多くの方に粗品をお渡しできたと思

われる（全員にプレゼントできたものもあった）。寒い中であったが、最後にイベン

トが盛りあがった。 
 
＜協賛企業様粗品提供＞ 
コカコーラウエスト（株）・・・自転車、マイバッグ 
日本たばこ産業（株）   ・・・将棋の消しゴム 
白石バイオマス（株） ・・・お米の積み木、キャリーバッグ、クリアファイル 
タマヤ（株）     ・・・ダンストッパー 
ふろしき研究会      ・・・ふろしき 
（株）髙島屋友の会   ・・・トートバッグ 
（株）髙島屋     ・・・一筆箋 50 点 
（株）ワコール     ・・・スゴ衣（ラウンジウェア） 
尾池和夫先生        ・・・ぶんちん＆手ぬぐい 
大和ハウス工業（株）   ・・・クリアファイル 
日本ウエスト（株）   ・・・ウェットティッシュ 


